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Ａ「かぐや」 金属材料 非金属材料 問題 加工

Ｂ「ｍｏｎｏ」 新技術 環境 問題 機能

Ｃ「もぐもぐ」 流通 生産 安全 消費

Ｄ「ねっとっと」 技術 サービス 問題 コスト・環境

４系統（新技術、環境、問題、機能）
カードのタイトルや技術の名称・カード番号
ｂに関連した写真・イラスト・図解
開発コスト・環境負荷表示
掲載内容に関する豆知識

「ＴＥＣＵＮＯ」カードの種類と枚数

「ＴＥＣＵＮＯ」シリーズ系統一覧

カードの構成 Ｂエネルギー変換に関する技術 「ＴＥＣＵＮＯ－ｍｏｎｏ」の例カードの構成 Ｂエネルギー変換に関する技術 「ＴＥＣＵＮＯ－ｍｏｎｏ」の例



ベーシックカードからアイディアカード

の場合は、同系統のアイディアカードのみ

出せる。アイディアカードが出されたら、

次順の生徒は、その系統に関連する新技術

や新商品のアイディアを発言しなければな

らない。生徒が、ゲームを進めながら楽し

く新しい技術について発想を広げられるよ

うにした。

ベーシックカードからベーシ

ックカードの場合は、別系統の

同じ番号のカードか、同系統の

カードが出せる。

生徒が、ゲームを進めなが

ら、新技術と環境、問題、機能

の四つ視点から、技術をとらえ

られるようにした。

ゲーム終了後は、ワークシートにゲーム中に出されたアイディアや意見を、「新技

術」「環境」「問題」「機能」の４系統で整理して記入し、それを基に、自分だけのオ

リジナルな新製品の構想をまとめる。

ボツカードは、新技術や新商品の開発が中止になって

しまった場合、リコールカードは消費者からのクレーム

等により製品の回収・修理が必要になった場合、ワイル

ドカードは開発計画が変更された場合を想定しており、

それぞれ、２枚引く、順番が逆転する、系統と番号を指

定できる、などの特別なカードとなっている。

生徒が、ゲームを進めながら、新技術・新商品の開

発、販売などのプロセスには様々な問題が起こりうるこ

とを実感できるようにした。

「ＴＥＣＵＮＯ－ｍｏｎｏ」の進め方

①７枚ずつ手

札を配る 。

②札山から１

枚 め く る 。

③順番に１枚
ずつカード
を出してい
く。
出せないと
きは札山か
ら引く。

④ゲーム中に

出 さ れ た ア

イ デ ィ ア や
意見 をワー

ク シ ー ト に

記 入 す る 。

⑤ 手 札 が 無 く

な る ま で 繰

り返し、カー

ド が 全部出

せた人か ら

上がり。

「ＴＥＣＵＮＯ」は４人から６人で行い、基本となるルールは、カードゲームのＵＮＯに準じる。

生徒は配られたカードに書かれたタイトルや豆知識を読みながら進めていく。

ゲームを通して、商品開発、販売、購入、廃棄処理など、商品の開発から販売、

廃棄といった、実社会において技術を開発し活用する一連の流れについてロー

ルプレイを取り入れた学習ができる。生徒はゲームの中で自由に意見やアイデ

ィアを出し合い、技術を様々な視点でとらえ生活に与える影響などを知り、新

技術や新商品の開発について自分なりの考えをもつことができる。



□ゲーム中に出されたアイディアや意見

系 統 アイディア 意見・感想

機能 立体画像が飛び出る携帯 目に悪そうだけど、楽しそう

機能 壊れないボタンスイッチ 確実に操作できる

環境 埋めると土になる缶 ゴミが出ない

環境 空気を燃料に走る車 省エネ一番

新技術 宇宙都市 宇宙開発技術が進めば可能だと思う

新技術 振動による発電 すでに開発されていて実用化できそう

問題 ＣＯ２排出量 温暖化が心配

問題 火力発電をやめられるか 自然エネルギーは環境に良いが足りるのか

学習活動の様子 支援や注意事項、生徒の発言や感想

□本時の目標を知る □ゲームのルールと目的や注意点などを大型テレビで確認する。

◆アイデイアは肯定的にとらえるように促した。

□ゲームをする

◆机間支援しながら、アイディアが思い浮かばないときなどはヒントを与

えた。（エネルギーや資源、生活の便利さに着目することなど）

□ゲーム中に出された、アイディアや意見を班ごとに発表し合い、共有し、自分の意

見をワークシートにまとめた。

◆他の人の意見については、単純に否定するのではなく、自分の考えた理由で問題

点や賛成の意見を書くよう促した。

□最後に自分なりに考えた、新製品、新商品を企画しまとめ、発表した。

□ワークシートにゲーム中に出されたアイ

ディアを記録する

□新製品を発表する

★生徒の提案した新製品

電動アシスト人力飛行機 ★ワークシート

問い合わせ先 群馬県総合教育センター

担当係：教育情報推進係 ０２７０－２６－９２１５（直通）

はじめは、「ゲームのルールは簡単そうでも、アイディアに困りそう」「困

ったときは助けてもいいですか？」というような発言が多かった。

ゲームが始まると、「系統に合ったアイディア以外はだめですか」「エネル

ギーを使わないアイディアはだめですか」などの質問が出され、カードに書か

れた内容を真剣に読んでいる姿がよく見られた。

○ゲームを実施したグループ内で相互に交流をした

り、学級全体で他のグループと交流を深められたり

するなど、学習形態の工夫など、指導方法について

さらに研究していきたい。

○カードに盛り込まれた内容以外に、社会で用いられ

ている技術への興味・関心を広げ、様々な視点から

技術をとらえ適切に評価し活用することができるよ

うな、学習プリントやワークシートなどの補足教材

の一層の充実を図りたい。

課題
○「ＴＥＣＵＮＯ」を用いたゲームの中で、自由に意見交換させた

り、アイディアを発表させたりしたことで、技術を様々な立場、

視点でとらえ、技術が社会や環境、生活に与えるメリット、デメ

リットなど、自分なりの考えをもたせることができた。

○「ＴＥＣＵＮＯ」を用いたゲームの際に出てきた意見やアイディ

アを基に、新技術や新商品の開発について考えさせたことで、技

術で学習したことを生活に生かそうという意識を高めるとともに

省エネルギーや省資源の観点から、生活を見直そうという態度を

育てることができた。

成果

授業実践 新製品や新技術に親しみ、自分なりの考えで技術やアイディア、新製品を発表しよう。

班を決め、机の向きを変え、ゲームの
ルールと、ゲームの目的、ワークシート
使用法を説明する。


